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小学校給食事業
児童生徒1人分の給食の量はどのように決めて
いるのか。
市立小中学校の給食献立については、市内の学
校栄養職員が毎月集まり、基本献立を作成して
いる。文部科学省から示されている学校給食摂
取基準に基づき、色々な食品を適切に組み合わ
せ、児童生徒が栄養素をバランスよく摂取しつ
つ、様々な食に触れることができるよう考慮し
ている。また、各学校の栄養職員がそれぞれの
学齢に応じて食材の量を調整し、給食を提供し
ている。

物価高騰等の理由により給食費補助を実施して
いるが、深谷市の美味しい給食を維持継続して
いく上でも、給食費補助等について、各家庭へ
ＰＲが必要と考えるが、どのように行っている
のか。
各学校で給食だよりを発行して、児童生徒を通
じて各家庭に配布している。この給食だより等
に給食費の補助について、今後ＰＲを掲載して
いきたい。

学力向上推進事業
中学３年生に対し英検、中学２年生に対し数検
を１回全員に受検できる全額補助があるが、予
算額については。
英検については、３級４,８００円を１,３００人
で合計６２４万円計上。数検については、３級
４,３００円を１００人、４級３,８００円を１,
２００人、合計４９９万円を計上している。

図書館整備事業
令和５年度比で新年度予算が増額となっている
が詳細は。
今回の予算の増額については、主に児童書や一
般書などの備品購入費が昨年度と比較して、９
２３万４,０００円の増額となっている。児童書
や一般書などの購入冊数を約９,０００冊予定し
ており、昨年と比較して約２,０００冊の増加と
なっている。

防災機能強化事業
今後の自主防災会の設立についての目標は。
最終的な目標は、全ての地区に結成をしていた
だきたいと考えている。自治会においては活動
への理解や毎年の役員の交代、また自治会への
加入促進など課題が様々あるが、それぞれの地
域の事情に即して、設立の促進を推進していき
たいと考えている。

防犯のまちづくり支援事業
詐欺被害防止機能付電話の無償貸与は２００台
で足りるのか。また実際に被害を防止した実績
はどうか。
県内の自治体の中では一番多く台数を貸与して
おり、貸与を希望された高齢者の方々にはもれ
なく貸与している。また、令和４年度に貸与し
た人にアンケートを実施したが、回答をした全
ての方が詐欺被害防止に効果があると回答して
いる。

渋沢栄一政策推進事業
新一万円札発行日に祝賀イベントを開催すると
いうことだがその内容は。
新札発行の７月３日の前日夜に渋沢栄一記念館
において前夜祭を、また３日の夜には本庁舎に
おいてビアガーデンのイベントを開催し、多く
の皆様とともに新札発行を盛大にお祝いした
い。また、栄一ゆかりの企業、団体に協力を呼
びかけ、くす玉開き動画を募集し、その動画を
７月３日に市のホームページなどで一斉に掲載
し、全国的なお祝いムードの醸成につなげるよ
うな取組を進めていく。

応急手当普及啓発事業
対象が小学校５年生以上とあるが、希望者を
募って行うのか、授業の中等で取り入れていく
のか。
この事業は、応急手当てを学ぶことによって命
を大事にする心を育み、子供を通じて家庭での
応急手当普及や将来的な社会全体の救命率向上
を目指して実施するものである。小学校５年生
は応急手当に関する項目が保健体育の授業に含
まれるので、消防職員が学校に出向し授業の中
で、胸骨圧迫やＡＥＤの取扱いなどについて講
習を行うものである。

イメージキャラクター活用推進事業
「ふっかちゃん」グッズのデザイン使用料につ
いて、市外の方については有料化してもいいの
ではないか。
「ふっかちゃん」を広く認知していただきたい
ということで、デザインの使用に関しては無料
としている。
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反
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討
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小
さ
な
子
ど
も
か
ら

18
歳
ま
で
が
い
っ
し
ょ

に
活
動
で
き
る
「
こ
ど

も
館
」
の
可
能
性
は
大

き
い
。
ま
た
、
新
設
す

る
と
し
た
ら
高
校
生
が

行
き
や
す
い
現
在
の
計

画
地
が
最
適
と
考
え

る
。
し
か
し
各
地
区
に

あ
る
公
民
館
で
の
子
ど

も
の
利
用
は
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
、
こ

の
点
を
改
善
し
た
い
。

多
大
な
費
用
の
か
か
る

こ
ど
も
館
新
設
を
含
む

予
算
案
に
反
対
す
る
。
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遺
族
見
舞
金
、
傷
害
見
舞
金
の
金
額
根
拠
と
、
国
か
ら
の

見
舞
金
、
条
例
案
の
支
給
要
件
の
内
容
は
。

　

全
国
で
見
舞
金
制
度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
を
参
考

に
、
遺
族
見
舞
金
を
30
万
円
、
傷
害
見
舞
金
を
10
万
円
と
設

定
し
て
い
る
。
国
の
見
舞
金
制
度
は
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金

が
あ
り
、
遺
族
給
付
金
、
重
傷
病
給
付
金
、
障
害
給
付
金
に

よ
り
支
給
さ
れ
る
。
深
谷
市
の
支
給
要
件
は
、
犯
罪
被
害
に

遭
っ
た
時
点
で
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。
傷
害
見
舞
金

は
、
負
傷
ま
た
は
疾
病
に
よ
り
３
日
以
上
入
院
し
、
か
つ

１
ヶ
月
以
上
の
療
養
を
要
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
精
神
疾
患

に
よ
る
場
合
に
は
３
日
以
上
就
労
で
き
な
い
程
度
で
あ
り
、

か
つ
１
ヶ
月
以
上
の
療
養
を
要
す
る
場
合
に
10
万
円
を
支
給

す
る
。
遺
族
見
舞
金
は
犯
罪
被
害
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
場
合

に
遺
族
の
方
に
30
万
円
を
支
給
す
る
。

　

見
舞
金
の
申
請
か
ら
対
応
、
支
給
ま
で
、
被
害
者
に
寄
り

添
っ
た
対
応
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
、
ま
ず
警
察
に
行
く
と
思
う
の

で
、
警
察
か
ら
被
害
者
へ
制
度
の
案
内
が
あ
る
と
考
え
る
。

本
人
が
市
役
所
に
来
る
の
が
難
し
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
市
の

ほ
う
か
ら
出
向
い
て
伺
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

相
談
に
応
じ
る
窓
口
は
ど
こ
か
。

　

人
権
政
策
課
に
設
置
し
て
い
る
。

　

相
談
は
、
電
話
で
受
け
る
の
か
。

　

窓
口
で
受
け
る
事
も
可
能
だ
が
、
来
庁
が
難
し
い
場
合
は

電
話
相
談
も
可
能
で
あ
る
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　
　
Q　

　
　
　
A　

　
Q　

　
A 　

　
Q　

　
A　

　
Q　

　
A

　
　

　

犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る

事
項
を
定
め
、
犯
罪
被
害
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
制
定
す

る
も
の
で
す
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
市
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条例

　
　

　

国
の
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
定
教
育
・
保
育
施

設
が
当
該
施
設
に
係
る
重
要
事
項
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　

　

第
23
条
の
主
語
は
、
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
は
」
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
小
規
模
保
育
室
や
家
庭
的
保
育
な
ど
、

特
定
地
域
型
保
育
事
業
は
、
今
回
の
改
正
の
対
象
で
は
な
い

と
考
え
て
よ
い
か
。

　

条
例
第
50
条
に
準
用
の
規
定
が
あ
り
、
こ
の
中
で
「
第
23

条
の
規
定
は
、
特
定
地
域
型
保
育
に
つ
い
て
準
用
す
る
」
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
も
対
象
と
な
っ

て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
と

は
、
具
体
的
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
情
報
公
表
シ
ス
テ

ム
こ
こ
de
サ
ー
チ
を
利
用
し
た
情
報
提
供
で
よ
い
の
か
。

　

国
が
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
中
で
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
情
報

公
表
シ
ス
テ
ム
こ
こ
de
サ
ー
チ
を
構
築
し
て
お
り
、
そ
こ
で

情
報
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
de
サ
ー
チ
を
見
る
と
、
既
に
情
報
を
公
開
し
て
い
る

園
も
あ
る
が
、
な
い
園
も
あ
っ
た
。
市
と
し
て
、
各
施
設
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
を
公
開
す
る
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
る
の
か
。

　

国
か
ら
詳
し
い
通
知
が
届
き
次
第
、
各
園
に
周
知
す
る
。

な
お
、
現
在
こ
こ
de
サ
ー
チ
を
活
用
し
て
い
る
園
も
あ
れ

ば
、
自
園
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
ち
、
そ
こ
で
情
報
を
公
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
Q　

　
A　

　
Q　

　
Q 　

　
A　

　
A

　

畜
産
振
興
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
乳
牛
一
頭
に
つ
き
１
万

３
千
円
の
支
援
金
を
交
付
す
る
が
、
こ
の
金
額
の
根
拠
は
。

　

牧
草
の
飼
料
高
騰
分
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
頭
当

た
り
の
算
出
根
拠
だ
が
、
主
要
５
種
の
牧
草
が
、
昨
年
度

比
、
約
30
％
値
上
が
っ
て
お
り
、
そ
の
半
分
の
15
％
と
し

た
。
一
頭
当
た
り
の
年
間
飼
料
の
負
担
額
が
約
９
万
円
と
な

り
、
そ
れ
に
15
％
を
掛
け
た
金
額
が
約
１
万
３
千
円
と
な

る
。

　

農
業
施
策
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
燃
油
購
入
価
格
高
騰
分

の
２
分
の
１
と
の
説
明
だ
が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

15
％
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
15
％
の
根
拠
は
。

　

令
和
２
年
度
の
動
力
光
熱
費
を
１
０
０
％
と
し
た
と
き
、

令
和
５
年
９
月
時
点
の
燃
料
費
が
１
３
３
％
で
あ
る
た
め
、

そ
の
約
30
％
の
半
分
が
15
％
と
な
る
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

補正
　
　
Q　

　
　
　
A　

　
Q　

　
A

　
　

　

農
業
施
策
推
進
事
業
や
私
立
保
育
施
設
運
営
事
業
な
ど
、

合
わ
せ
て
２
億
８
，
７
３
８
万
７
千
円
の
追
加
で
す
。

条例

専
決
第
４
号

　

決
算
見
込
み
が
出
た
た
め
電
気
料
を
減
額
補
正
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
節
電
に
努
め
た
結
果
な
の
か
。
そ
れ
と

も
、
通
常
の
利
用
を
し
て
、
当
初
の
値
上
が
り
見
込
み
に
比

べ
決
算
が
減
り
、
減
額
補
正
と
な
っ
た
の
か
。

　

令
和
５
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
を
受
け
る

想
定
で
は
な
く
、
電
気
料
が
高
騰
す
る
見
込
み
で
計
上
し

た
。
国
の
補
助
が
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
、
残
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
減
額
補
正
と
な
っ
た
。

な
お
、
小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
と
も
、
節
電
に
努
め
た

結
果
の
執
行
残
で
あ
る
。

　
　
Q　

　
A 　

庁
舎
維
持
管
理
事
業
や
文
化
財
施
設
管
理
活
用
事
業
な

ど
、
合
わ
せ
て
14
億
７
，
４
５
６
万
３
千
円
の
減
額
で
す
。
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